
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年６月７日 №  
発行者 校長 今村弘樹 

■ 峡南地区総合体育大会 

野球 ○10－7 三珠 ○７－１市川 パート１位 

男子バドミントン 団体 ○2-1 増穂 ●1-2 鰍沢 ２位 

３年シングルス 上田国善 ベスト８      

３年ダブルス 佐野悠・小林零 ３位 

２年シングルス 竹ノ内利徠１位 深沢修平２位 樋川拓海 3 位 

 小林将梧／片田蓮ベスト８ 

女子バドミントン 団体 ●1-2 増穂 ●1-2 鰍沢 

2 年シングルス 田中琉々１位 浅川蘭２位 松村瑞希 3 位 

バレーボール リーグ戦 ●０-２増穂 ●０-２六郷 ５位決定戦 ●０-２三珠 

柔道 団体 身延中Ａ（3 年）１位 身延中 B（2 年）２位 

個人階級別 遠藤正拓１位 中村智希１位 川口久輝１位 遠藤朔哉２位 

 望月悠貴１位 依田陣２位 

男子ソフトテニス 団体 ○3-0 南部 ○3-0 鰍沢 ●0-2 増穂 ２位 

個人 熊谷有真・山本零士 ／ 森田健太郎・森田孝太郎 ベスト８ 

女子ソフトテニス 団体 ●1-2 南部 ○3-0 鰍沢 ●1-2 市川  

個人 遠藤ななみ・望月あや ３位 

最後にかける思いが伝わる大会でした。 

 バドミントン男子の団体戦は手に汗握る展開でした。増穂中と

はシングルスの上田国善くん，ダブルスの小林零くん，佐野悠く

ん組が勝ち，２－１で勝利。続く鰍沢中はシングルスに県１位の

選手がいて，ダブルス勝負となります。零くんと悠くんは１セッ

ト目を接戦を制して取り，もう一つの竹ノ内利徠くん，深沢修平

くんのペアも２年生ながら見事に勝利。勝てば優勝です。他のメ

ンバーからも「団体優勝は入学して初めて。いける」団体での勝 

利は格別。応援

にも力が入り，

雰囲気が高ま 

っていきます。ただ，相手も必死で 2 セット目は取られてしまいます。

3 セット目，緊張の中，シャトルを追い，ラケットを伸ばし，スマッシ

ュをたたき込む。得点のたび雄叫びを上げながら気持ちを表し，戦い続

ける二人の姿に心打たれました。あと少しまで来て…悔しかったことで

しょう。でも見ている者の心を揺さぶる素晴らしい試合でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 野球部は県選手権ベスト８市川のパート。初戦は強敵の三珠中

に 7－4 から最終回に追いつかれましたが，最後はトリプルプレー

を決めてタイブレークでの勝利。そして優勝，県大会をかけて，選

手権で１－４で敗れた市川とのリベジンジマッチ。 

初回，ポテンヒットから 1 点を先制されてしまう立ち上がりで

したが，2 回裏にチャンスを迎えます。四死球から２，３塁となり，

ここで市川隼くんにスクイズのサイン。ところが相手に外され，だ

めか…と思ったところ，身を乗り出してかろうじてバットに当て 

る。難を逃れたその後にサード後方に犠牲フライを打ってくれ１点，送球ミスの間に望月陽喜くんがナイスランで逆転。そ

の後どちらも無得点が続きましたが，5 回裏に 1 点取ってなお 1 アウト満塁のチャンスが訪れます。スクイズを外され，

ランナーがアウトになりますが，そこで堀ノ内聡くんが見事に 1 塁線を破る 3 塁打でこの回 3 点。6 回にも 2 点を取り，

投げては山内泰地くんが一人で 98 球を投げ抜き，歓喜の勝利。県ベスト８の市川相手に最高の試合で勝ち，優勝を果たし

たことは県大会での活躍が楽しみになります。試合後に堀内先生から「練習中はお互いの課題を指摘し合って厳しく高め合

うこと，試合ではミスも必ずする，それを許し合って声をかけて支え合うこと」といった話がありました。野球部の練習は

いつもみんなが指示をしあってやっています。まさに日々の積み重ねが花開いた優勝でした。おめでとう。 

 バレー部も選手権と同じ三珠中との最後の試合。前回とは比べものにならないくらいチーム力が上がっていて，１セット

目には平田璃々香さんの連続サーブポイントなどで５点以上もリードを広げ，２１点までは勝っていましたが，最後は 23-

25 でやられてしまいました。でもミスがあっても，笑顔で励まし合い，最後まで前向きに戦っている姿は本当に気持ちよ

く，感動しました。３年生が残してくれたものは後輩に受け継がれ，さらに先へ進んでくれるはずです。お疲れ様でした。 

 


